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東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
の
ウ
ェ
ブ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平塚市の人口と世帯数
＜平成23年4月1日現在（   ）内は前月比＞

１〜３面…　　　ようこそ小さな宇宙へ…プラネタリウムをリニューアル
４〜７面…募集・お知らせ・スポーツ・健康と福祉 
　  ８面…ヒラツカルチャー「今、会いたい作品」
　　▶▶▶議会だよりを折り込んでいます。▶▶▶
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宇宙の旅は、人類の長年の夢だった。
1961年に旧ソ連のガガーリンが人類で
初めて宇宙に行ってから、半世紀が過ぎ
た。しかし、いまだ宇宙旅行は遠い存在だ。
そんな宇宙旅行の気分を誰でも気軽に味わう
ことができるのがプラネタリウム。今月21日から、
平塚市博物館のプラネタリウムが新しい投影機
「PANDORA（パンドラ）」とともに再開する。
丸いドームスクリーンいっぱいに映し出される映像で、
学芸員の案内とともに宇宙空間に入り込んだような臨場
感を体感できる。今年4月から博物館に加わった塚田健学
芸員は「プラネタリウムの解説をするのは初めてです。
お客様に顔が見えない分、声だけでしっかり宇宙の楽しさを伝
えられるように頑張ります」と意気込みを語る。
これから学芸員らがどんな宇宙に誘ってくれるのか、楽しみだ。

左
か
ら
鳫が

ん

宏
道
博
物
館
長
、
澤さ

わ

村む
ら

泰
彦
学
芸
員
、
塚
田
健
学
芸
員
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日じ
つ

月げ
つ

星せ
い

辰し
ん

を
操
る
学
芸
員

﹁
初
代
の
投
影
機
は
全
て
手
動
だ
っ
た
ん

だ
よ
ね
﹂と
、
鳫
さ
ん
が
懐
か
し
そ
う
に

目
を
細
め
る
。

　

平
塚
市
博
物
館
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

を
初
め
て
照
ら
し
た
の
は
Ｇ

ジ
ー
エ
ツ
ク
ス
テ
ン
テ
イ
ー

Ｘ
⓾
Ｔ
と
い

う
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
天
体
望
遠
鏡
を

製
作
す
る
五
藤
光
学
研
究
所
の
投
影
機

だ
っ
た
。
２
代
目
は
昨
年
の
11
月
に
引
退

し
た
Ｇジ

ー
イ
チ
マ
ル
イ
チ
ヨ
ン

１
０
１
４
。
今
回
導
入
す
る

Ｐパ

ン

ド

ラ

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
は
３
代
目
に
当
た
る
。

　

今
で
こ
そ
ス
ラ
イ
ド
や
ビ
デ
オ
の
上
映

は
も
ち
ろ
ん
、
星
空
投
影
の
デ
ジ
タ
ル
化

も
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
が
、
初
代
の

投
影
機
・
Ｇ
Ｘ
10
Ｔ
の
機
能
は
星
を
ラ
ン

プ
で
投
影
す
る
だ
け
。
む
ろ
ん
、
今
の
よ

う
に
星
空
な
ど
の
動
き
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
化

さ
れ
て
い
る
わ
け
も
な
く
、
小
さ
な
宇
宙

空
間
の
演
出
は
、
全
て
学
芸
員
の
腕
に
か

か
っ
て
い
た
。

﹁
最
初
は
日
の
入
り
の
練
習
を
た
く
さ
ん

し
た
も
の
だ
よ
﹂と
、
鳫
さ
ん
。
日
の
入

り
の
練
習
と
は
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
だ

が
、
こ
う
し
た
操
作
だ
―
―
初
め
に
太
陽

を
動
か
す
つ
ま
み
を
回
す
。
太
陽
の
位
置

が
低
く
な
っ
て
き
た
ら
、
青
空
を
付
け
て

い
る
ラ
ン
プ
の
明
る
さ
を
下
げ
て
い
く
。

下
げ
る
操
作
を
し
な
が
ら
、
も
う
一
つ
の

手
で
夕
焼
け
の
ラ
ン
プ
を
徐
々
に
付
け
て

い
く
。
月
を
出
し
て
、
一
番
星
を
出
す
。

こ
れ
と
並
行
し
て
解
説
を
入
れ
て
い
く
の

だ
か
ら
、
技
術
が
い
る
。

﹁
操
作
す
る
人
に
よ
っ
て
、
動
き
や
早
さ

が
変
わ
っ
て
く
る
ん
だ
よ
ね
。
だ
か
ら
、

私
の
日
の
入
り
と
澤
村
さ
ん
の
日
の
入
り

は
違
っ
た
ね
﹂と
い
う
鳫
さ
ん
に﹁
私
が
や

る
と
、曇
り
空
み
た
い
に
見
え
た
り
し
て
。

な
か
な
か
星
を
出
さ
な
い
や
つ
だ
な
ぁ
、

な
ん
て
鳫
さ
ん
に
言
わ
れ
た
り
﹂と
、
澤

村
さ
ん
が
続
く
。

　

全
て
が
自
動
化
で
き
る
現
在
の
投
影
機

よ
り
も
、
操
作
す
る
人
の
個
性
が
色
濃
く

現
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

宇
宙
の
旅
へ
の
道
し
る
べ

　

機
械
の
操
作
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
学

芸
員
の
個
性
が
最
も
発
揮
さ
れ
る
の
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
解
説
だ
ろ
う
。
投
影
機

が
進
化
す
る
に
つ
れ
、
解
説
も
変
化
し
て

き
た
。

　

初
代
の
Ｇ
Ｘ
10
Ｔ
の
と
き
は
機
械
を
操

作
す
る
ス
ピ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
解
説
を
し

て
い
た
が
、
２
代
目
の
Ｇ
１
０
１
４
に

な
っ
て
か
ら
は
ス
ラ
イ
ド
や
ビ
デ
オ
を
プ

ロ
グ
ラ
ム
し
、
そ
の
時
間
に
合
わ
せ
て
解

説
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
手
を
使
っ
た

操
作
が
減
る

分
、
解
説
に
集

中
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
話
す

時
間
は
長
く
・

内
容
は
濃
く

な
っ
て
き
た
と

い
う
。﹁
で
す
か

ら
、
後
半
に
尺

が
詰
ま
っ
て
、
急
に
早
口
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
よ
﹂と
澤
村
さ
ん
は
笑
う
。

　

Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
で
は
こ
ま
ご
ま
と
し

た
機
材
が
一
気
に
減
り
、
操
作
は
ビ
デ
オ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
星
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
だ
け
と
、ぐ
っ
と
シ
ン
プ
ル
に
な
る
。

演
出
の
幅
も
広
が
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
る
か
が

楽
し
み
だ
。

　

解
説
で
心
が
け
て
い
る
点
は
、
と
い
う

う
問
い
に
、
即
座
に﹁
滑
舌
だ
ね
﹂と
鳫
さ

ん
。﹁
と
い
う
の
は
さ
て
お
き
。
私
た
ち
↖

1スクリーンが
完成しプラネタリウ
ムらしくなった
2座席は以前よりゆっ
たりとした造りに
3投影イメージ

1 2 3

　昭和51年に平塚市博物館が開館してから現在まで、長年にわたって
多くの人に星空の魅力を伝えてきたプラネタリウム。今回35年目にし
て、２度目のリニューアルとなる。５月２１日（土）から一般公開だ。
　当初からプラネタリウムに関わってきた鳫

がん
宏道博物館長と澤

さわ
村
むら
泰彦

学芸員に、プラネタリウムの魅力を聞いた。

Ｇ１０１４の操作卓

初代の投影機ＧＸ10Ｔ

　天体観察などをしている博物
館サークル、天体観察会の皆さ
んに、新しいプラネタリウムへ
寄せる思いを聞いた。
　「私が子どもだった頃は、星
の形と時間で方角を覚えろ、と
教育されたものです。本物の天
の川を見るのが難しい今の子ど
もたちにも、プラネタリウムで
天体を勉強してほしいですね」
と新島さん。
　親子で天体観察会に入ってい
る秋山さんは「G１０１４のレトロ
な感じも気に入っていたので、
投影機の入れ替えは少し寂しい
ですね。でも新しい投影機が映
し出す星がどれくらいきれいか
期待しています」とにっこり。
　根岸さんは「小学生のときに
平塚市博物館の初代のプラネタ

リウムを見て、星が好きになり
ました。プラネタリウムを通し
て、子どもたちが宇宙を好きに
なってくれると嬉しいですね」
と語った。
　３人とも口を揃えて、平塚市
博物館のプラネタリウムの一番
の魅力は、学芸員が生で解説を
してくれることだという。「その
時々の話題も織り交ぜて解説し
てくれるのが楽しいですよ」。

左から新島明さん、秋山昌俊さ
ん、根岸一成さん
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　科学実験や探検ツアーなど、親子で一緒
に楽しめるイベントが盛りだくさんです。

　「地域博物館」として
地域に根差した活動に
取り組んできた平塚市
博物館。平塚の魅力を
再発見できる年間講座
を開講します。生物・
地質・天文・歴史・考
古・民俗の６分野の学
芸員が講師です。必
修講義と３つ以上の
講座認定行事を受けた方に、博物館長から修了証をお渡し
します。現地学習も実施します。定員は５０人。抽選です。
募　往復はがきで住所・氏名・電話番号と年齢を５月３１日
（火）までに博物館〒２５４‒００４１浅間町１２‒４１へ。博物館のウェ
ブからも申し込みできます。

分野 講義名 日時 会場

総合 開講講義 ６月１８日（土）
午後１時３０分〜３時 講堂

生物 身近な植物に親しもう ６月１９日（日）
午後１時〜２時１５分

馬入水辺
の楽
がっ

校
こう

考古 原始古代の相模と平塚 ７月２３日（土）
午後１時３０分〜３時 講堂

歴史 平塚地域の歴史的特質
近世以降を中心に

９月４日（日）
午後１時３０分〜３時 講堂

地質 相模川流域の大地の成
り立ちと平塚の地盤

１０月２日（日）
午後１時３０分〜３時 講堂

民俗 平塚の民俗 １１月１９日（土）
午後１時３０分〜３時 講堂

天文 平塚の星空 １２月１８日（日）
午後3時３０分〜４時３０分 講堂

総合
終了講義
（博物館長から修了証
を渡します）

平成24年２月４日（土）
午後１時３０分〜３時 講堂

必修講義

現地を訪れて歴史を体感

講座認定行事（２０程度の講座の中から３回以上参加）
　例えば“歴史を知りたい”あなたは「須賀の水運とその繁
栄」や「中原御殿と近世平塚の幕開け」など、“城ガール”の
あなたは「土屋城と人増館」や「高麗山城と住吉要害」など、
“自然が大好き”なあなたは「きのこの観察会」や「金星を見
つけよう」などの講座はいかがでしょうか。平塚学講座を受
講した人だけが参加できる民俗分野の講座「民具にみる平
塚」もあります。詳細はウェブでご覧ください。

は
毎
日
の
よ
う
に
上
映
を
し
て
い
る
け

れ
ど
、
お
客
さ
ん
は
そ
ん
な
に
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
来
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
一
期
一

会
と
い
う
気
持
ち
で
や
っ
て
き
た
ね
﹂。

そ
の
日
の
客
層
を
意
識
し
、
内
容
や
語
り

口
に
も
変
化
を
付
け
て
い
る
そ
う
だ
。

　

話
す
内
容
に
は
お
お
ま
か
な
台
本
は
あ

る
も
の
の
、
台
詞
な
ど
の
言
い
回
し
は
各

人
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
。﹁
筋
は
押
さ
え

て
い
て
も
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
肉
付
け
が
違

う
と
い
う
感
じ
で
す
ね
﹂と
、
澤
村
さ
ん
。

﹁
何
度
も
来
て
い
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
な

と
思
う
と
、
前
回
言
っ
た
冗
談
を
今
日
は

絶
対
言
わ
な
い
ぞ
、な
ん
て
考
え
た
り
ね
。

星
座
は
毎
年
同
じ
で
す
け
れ
ど
、
私
の
冗

談
は
２
年
ご
と
に
変
え
て
ま
す
﹂と
、し
ゃ

れ
っ
気
た
っ
ぷ
り
だ
。

　

軽け
い
み
ょ
う
し
ゃ
だ
つ

妙
洒
脱
な
学
芸
員
ら
の
解
説
を
聞
き

比
べ
て
み
る
の
も
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の

楽
し
み
方
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
快
適
に

　

新
し
く
導
入
す
る
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ

は
、
羽
田
空
港
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

5
階
に
あ
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
楽
し
め
る

博物館 ５月７日（土）

イベント名 時間 会場
古代生活体験「火起こし・弓矢」 午前10時〜午後3時 講堂・屋外展示

むかしのこども遊び 午前10時30分〜正午
午後1時〜3時30分

玄関前・
相模の家

紙芝居 午前10時〜10時30分
午後3時30分〜4時 相模の家

おいしく学ぶキッチン火山実験（200円）午前10時〜正午 科学教室
ふわふわカーネーションを作ろう 午後1時〜4時 科学教室
昼の星をみよう 午後1時〜3時 屋上
水ロケットをとばそう 午前10時〜正午 屋上
こども茶会（300円） 午前10時〜午後3時30分 茶室ほか
博物館ぶたいうらたんけんツアー 午前11時、午後2時30分 館内バックヤード
博物館クイズ 午前10時〜午後4時 館内
作って食べよう！　草の花だんご 午前10時〜午後3時 屋外展示

カ
フ
ェに
あ
る
も
の
と
同
型
機
だ
。
高
輝
度

L
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
て
い
る
。

　

２
代
目
の
G
１
０
１
４
で
映
し
出
し
て

い
た
星
の
数
は
約
６
５
０
０
個
だ
っ
た

が
、
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
で
は
お
よ
そ
６
０

０
０
倍
・
約
４
０
０
０
万
個
の
星
を
投
影

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

人
間
が
肉
眼
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
星

の
明
る
さ
は
６
等
級
ま
で
と
い
わ
れ
る
。

Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
で
は
６
等
級
よ
り
も
暗

い
星
ま
で
映
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
本
物
の
宇
宙
を
見
て
い
る
よ
う
な
体

験
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
平
塚
市
の

中
心
部
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
星
の
明
る

さ
は
概
ね
３
等
級
く
ら
い
ま
で
だ
が
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ら
山
の
中
で
見
る
よ
う

な
澄
ん
だ
星
空
が
楽
し
め
る
。

　

快
適
な
鑑
賞
空
間
づ
く
り
も
今
回
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。
１
つ
目
は

ス
ク
リ
ー
ン
。
映
像
を
見
や
す
く
す
る
た

め
に
、
継
ぎ
目
の
目
立
た
な
い
も
の
に
貼

り
替
え
た
。

　

２
つ
目
は
座
席
。
開
館
当
初
は
128
席

だ
っ
た
座
席
数
は
、
今
回
70
席
に
な
る
。

座
席
自
体
の
幅
を
広
げ
、
通
路
の
幅
も

ゆ
っ
た
り
と
取
り
、
車
い
す
も
入
り
や
す

く
す
る
。
座
席
の
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
有

無
も
決
め
ら
れ
る
の
で
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
で
行
わ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
講
演
会
、

演
劇
な
ど
の
際
に
は
、
体
を
起
こ
し
た
楽

な
姿
勢
で
も
楽
し
め
る
。

　

３
つ
目
は
音
響
。
今
ま
で
ド
ー
ム
の
下

に
設
置
し
て
い
た
ス
ピ
ー
カ
ー
を
ド
ー
ム

の
壁
面
に
埋
め
込
ん
だ
。
映
画
館
の
よ
う

な
臨
場
感
の
あ
る
音
響
が
楽
し
め
る
。

　

ま
た
、
快
適
さ
だ
け
で
な
く
安
全
面
も

配
慮
し
、
足
下
を
照
ら
す
足
下
灯
の
数
を

こ
れ
ま
で
の
４
倍
ま
で
増
や
し
た
。

　

天
文
の
勉
強
を
す
る
も
よ
し
、
日
頃
の

疲
れ
を
癒
し
に
来
る
も
よ
し
、
楽
し
み
方

は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
快
適
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
プ
ラ
ネ
タ
リ
ム
を
楽
し
も
う
。

５
月
か
ら
の

上
映
プ
ロ
グ
ラ
ム

★
６
月
３
日
ま
で
上
映
日
を
追
加

　

5
月
25
日
〜
６
月
３
日
の
水
・
木
・
金

曜
日
の
午
後
３
時
30
分
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

を
上
映
し
ま
す
。

　

上
映
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、﹁
H
A
Y
A

B
U
S
A 

B
A
C
K 

T
O 

T
H
E 

E
A
R
T
H
﹂（
45
分
バ
ー
ジ
ョン
）で
す
。
こ

の
上
映
に
限
り
、
学
芸
員
の
解
説
は
入
り

ま
せ
ん
。

★
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組

﹁
H
A
Y
A
B
U
S
A 

B
A
C
K 

T
O 

T
H
E 

E
A
R
T
H
﹂

　

困
難
を
乗
り
越
え
て
地
球
へ
の
帰
還
を

目
指
す
小
惑
星
探
査
機﹁
は
や
ぶ
さ
﹂の
ス

ト
ー
リ
ー
を
、
帰
還
バ
ー
ジ
ョ
ン
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
ズ
カ
ッ
ト
版
で
上
映
し
ま
す
。

　

５
月
21
日
～
７
月
10
日
の
土
・
日
曜
日
。

土
曜
日
は
午
後
２
時
と
３
時
30
分
、
日
曜

日
は
午
前
11
時
、
午
後
２
時
、
３
時
30
分
。

観
覧
料
200
円（
18
歳
未
満
の
方
と
65
歳
以

上
の
方
は
無
料
）。

★
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
幼
児
向
け
投
影

﹁
す
い
せ
い
ゴ
エ
モ
ン
の
ぼ
う
け
ん
﹂

　

オ
ー
ル
ト
の
雲
か
ら
太
陽
を
目
指
し
、

彗す
い
せ
い星に
成
長
す
る
ゴ
エ
モ
ン
の
旅
物
語
で

す
。
幼
稚
園
な
ど
の
団
体
向
け
に
上
映
し

て
い
る
番
組
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

　

５
月
21
日
～
７
月
9
日
の
土
曜
日
、
午

前
11
時
。
観
覧
料
200
円（
18
歳
未
満
の
方

と
65
歳
以
上
の
方
は
無
料
）。

こ
の
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

８
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　平成16年に発足した博物館
サークル「星まつりを調べる
会」は、星にまつわる民俗や
史跡について調査している。
星と人間の文化的・精神的な
関わりを掘り起こすのがメイ
ンテーマだ。
　会員の田村壽

ひさし

さん（写真左
端）は「日常の中でも、星に関
わる民俗や歴史がたくさん見
つかります。なぜ、そうした
文化が生まれてきたのかを調

べるのが楽しいです」という。
　露木三恵子さん（写真左か
ら2番目）は「カレンダーや暦
など、私たちの生活と星とは
密接に関わっています。精神
的にも人間の生活を豊かにし
てくれる星について、調査を
続けていきたいですね」と、
会の魅力を語った。新しいプ
ラネタリウムに対しては、き
れいになる映像が楽しみだと
二人とも期待を寄せた。

↙
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９
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付
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。
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郵
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フ
ァ
ク
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メ
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ル
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氏　
　

名

住 

所

往
復
は
が
き

返 信 往 信

記
入
例 応

募
方
法

図
書
館
協
議
会
委
員

　

図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
協
議
し
ま

す
。任
期
は
８
月
１
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

１
人（
選
考
）。
次
の
条
件
を
全
て
満

た
す
方
①
市
内
に
１
年
以
上
在
住
②
８
月

１
日
現
在
、
18
歳
～
75
歳
。
高
校
生
を
除

く
③
市
の
ほ
か
の
審
議
会
の
委
員
で
は
な

い
④
平
日
に
開
く
協
議
会
に
出
席
で
き
る

⑤
図
書
館
を
利
用
す
る
機
会
が
多
く
図
書

館
運
営
に
関
心
が
あ
る
。

募　

中
央
図
書
館
☎
31
―
０
４
１
５
に
あ

る
申
込
書
を
６
月
１
日（
水
）ま
で
に
直

接
、
同
館
へ
。
申
込
書
は
ウ
ェ
ブ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

美
術
館
協
議
会
委
員

　

美
術
館
の
活
動
方
針
や
事
業
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
ま
す
。
任
期
は
８
月
１
日
か

ら
２
年
間
で
す
。

１
人（
選
考
）。
次
の
条
件
を
全
て
満

た
す
方
①
市
内
に
１
年
以
上
在
住
②
８
月

１
日
現
在
、18
歳
～
75
歳
。高
校
生
を
除
く

③
市
の
ほ
か
の
審
議
会
の
委
員
で
は
な
い

④
平
日
に
開
く
協
議
会
に
出
席
で
き
る
⑤

美
術
や
美
術
館
に
知
識
や
関
心
が
あ
る
。

募　

美
術
館
☎
35
―
２
１
１
１
に
あ
る
申

込
書
を
５
月
31
日（
火
）ま
で
に
直
接
、
同

館
へ
。
申
込
書
は
ウ
ェ
ブ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

就
労
支
援
相
談

　

経
験
豊
富
な
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
、
個
別
に
相
談
を
受
け
ま
す
。
本
人
だ

け
で
な
く
、
ご
家
族
か
ら
の
相
談
も
で
き

ま
す
。

　

５
月
25
日（
水
）正
午
・
午
後
１
時
・
２

時
・
３
時
・
４
時
か
ら
の
５
回
、
各
50
分
。

勤
労
会
館
。
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
５
人

（
先
着
順
）。

募　

産
業
振
興
課
☎
21
―
９
７
５
８

生
ご
み
処
理
相
談
員
養
成
講
座

　

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
な
ど
家
庭
で
で
き
る
生

ご
み
を
土
に
戻
す
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
学

び
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
方
に
受
講
し

た
内
容
を
教
え
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
提
案
型
協
働
事
業
と
し
て
、
ご
み
を

活い

か
す
会
と
平
塚
市
が
一
緒
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

初
回
は
６
月
１
日（
水
）午
前
10
時
開

始
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
10
月
末
ま
で

に
、８
回
程
度
。
市
内
在
住
の
方
30
人（
先

着
順
）。

募　

資
源
循
環
課
☎
21
―
９
７
６
３

布
ぞ
う
り
作
り
教
室

　

５
月
23
日（
月
）午
前
９
時
～
正
午
。
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
。
16
人（
抽
選
）。
持
ち

物
は
布
・
は
さ
み
な
ど
。

募　

往
復
は
が
き
で
、
必
要
事
項
を
５
月

11
日（
水
）ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

〒
254
―
0014
四
之
宮
７
―
３
―
５
☎
51
―

５
３
０
１
へ
。

暮
ら
し
の
講
座

　

世
間
の
食
べ
物
ウ
ラ
事
情
～
ウ
ラ
側

知
っ
て
賢
い
食
事
選
択
～（
食
品
添
加
物

編
）を
開
き
ま
す
。

　

５
月
29
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午
。
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
50
人（
先
着
順
）。

募　

電
話
・
メ
ー
ル
で
、
名
前
・
電
話

番
号
を
市
民
情
報
・
相
談
課
☎
20
―

５
７
７
５

jousou@

へ
。

平
塚
市
展
に
出
品
し
ま
せ
ん
か

　

平
塚
市
展
を
６
月
26
日（
日
）～
７
月
10

日（
日
）に
美
術
館
で
開
き
ま
す
。

中
学
生
を
除
く
15
歳
以
上
の
方
。
１

点（
写
真
は
２
枚
ま
で
）３
０
０
０
円
、
１

点
増
す
ご
と
に
１
０
０
０
円
。
応
募
作
品

は
未
発
表
に
限
り
ま
す
。

書
道　

①
半
紙
大
２
×
８
尺
以
内
、
横
物

６
×
３
尺
以
内
②
額
張
り
ま
た
は
幅
表
装

仕
立
て
。
ガ
ラ
ス
表
装
は
不
可
③
題
名
と

釈
文
を
添
付
④
一
人
２
点
ま
で
。

工
芸　

①
２
×
２
㍍
以
内
②
重
量
30
㌔
㌘

以
内
③
額
・
壁
掛
け
な
ど
は
す
ぐ
展
示
で

き
る
④
一
人
３
点
ま
で
。

絵
画
・
彫
刻　

①
絵
画
は
20
～
100
号
②
彫

刻
は
１
立
方
㍍
以
内
。
重
量
30
㌔
㌘
以
内

③
額
・
仮
額
・
掛
け
軸
な
ど
で
す
ぐ
に
展

示
で
き
る
。
ガ
ラ
ス
表
装
は
不
可
④
一
←

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
で
は
、
多
く
の
建
物
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
平
塚
市
域
は
、

東
海
地
震
や
神
奈
川
県
西
部
地
震
な
ど
の

大
規
模
地
震
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
地
震
に
よ
り
市
内
に
大
き

な
被
害
が
出
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
物
の
耐
震
性
を
調
査
し
、
必
要
な
補
強

を
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
市
で
は
、
木

造
住
宅
や
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
の
耐
震
化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
の
補
助

耐
震
診
断
費
の
補
助

　

耐
震
基
準
が
強
化
さ
れ
る
以
前
の
旧
建

築
基
準
法
に
基
づ
い
た
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
２
階
建
て
以
下
の

木
造
住
宅
が
対
象
で
す
。
７
万
５
０
０
０

円
を
限
度
に
補
助
し
、
市
民
負
担
額
は

５
０
０
０
円
で
す
。﹁
昭
和
56
年
６
月
１
日

以
降
に
延
床
面
積
の
２
分
の
1
を
超
え
る

増
築
を
し
た
場
合
﹂な
ど
は
補
助
対
象
か

ら
除
き
ま
す
。

耐
震
補
強
設
計
・
工
事
費
の
補
助

耐
震
診
断
の
結
果
、
補
強
工
事
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
住
宅
が
対
象
で
す
。

68
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。
直
近
２

年
間
の
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の
場
合

に
は
、耐
震
補
強
工
事
の
限
度
は
102
万
円
、

簡
易
的
な
補
強
工
事
の
限
度
は
62
万
円
に

な
り
ま
す
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
補
助
な
ど

耐
震
改
修
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
無
料
派
遣

区
分
所
有
者
が
居
住
し
て
い
る
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
し
た
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
が
対
象
で
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の

管
理
組
合
に
建
築
士
を
派
遣
し
、
無
料
で

耐
震
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
備
診
断
費
の
補
助

耐
震
診
断
が
必
要
か
ど
う
か
を
予
備

的
に
調
べ
る
の
が
予
備
診
断
で
す
。
18
万

円
を
限
度
に
、
予
備
診
断
費
の
９
割
を
補

助
し
ま
す
。
管
理
組
合
の
総
会
ま
た
は
理

事
会
で
の
決
議
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

耐
震
診
断
費
の
補
助

　

補
強
工
事
の
必
要
性
を
判
断
す
る
た
め

に
行
う
耐
震
診
断
を
補
助
し
ま
す
。
区
分

所
有
者
が
居
住
す
る
１
住
戸
あ
た
り
４
万

円
を
限
度
に
耐
震
診
断
費
の
５
割
を
補
助

し
ま
す
。
管
理
組
合
の
総
会
で
の
決
議
が

必
要
で
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
改
修
補
助

市
が
調
査
し
、
危
険
度
が
大
き
い
と

判
定
し
た
、
通
り
抜

け
が
で
き
る
、
幅
４

㍍
以
上
の
道
路
に
接

す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
が
対
象
で
す
。

60
万
円
を
限
度
に
市

が
定
め
た
標
準
工
事

額
の
５
割
を
補
助
し
ま
す
。

問　

建
築
指
導
課
☎
21
―
９
７
３
１

◆
税
の
優
遇
制
度

　

耐
震
改
修
し
た
住
宅
を
対
象
と
す
る
固

定
資
産
税
の
減
額
措
置
、
所
得
税
の
特
別

控
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問　

固
定
資
産
税
関
係
は
固
定
資
産
税
課

☎
21
―
８
７
６
８
へ
。
所
得
税
関
係
は
平

塚
税
務
署
☎
22
―
１
４
０
０
へ
。

木
造
住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
化
を
支
援

が
ん
ば
れ！

石
巻

　

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
宮
城
県
石
巻
市
と
、
平
塚
市
は﹁
石
巻

市
と
平
塚
市
の
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す

る
協
定
﹂を
結
ん
で
い
ま
す
。
石
巻
市
の

た
め
、
平
塚
市
は
平
塚
市
民
一
人
当
た
り

100
円
と
し
て
見
舞
金
２
６
０
０
万
円
を
届

け
た
ほ
か
、
住
宅
提
供
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

被
災
者
へ
の
住
宅
提
供

　

市
営
住
宅
７
戸
と
総
合
公
園
宿
泊
研
修

所
18
室
の

合
計
25
世

帯
分
を
平

成
24
年
３

月
31
日
ま

で
受
け
入

れ
、
光
熱

水
費
も
含

め
無
償
で

提
供
し
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
神
奈
川
県
の
被
災
者
の

受
け
入
れ
に
対
応
し
、
既
に
２
戸
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

支
援
物
資

　

市
民
・
企
業
・
Ｊ
Ａ
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
水
・
米
・
食
料
・
飲
料
な
ど
と

合
わ
せ
て
、
市
が
準
備
し
た
毛
布
・
マ
ス

ク
な
ど
ト
ラ
ッ
ク
６
台
分
の
支
援
物
資
を

２
回
に
分
け
て
送
り
ま
し
た
。

職
員
の
派
遣

　

神
奈
川
県
・
市
町
村
合
同
隊
の
一
員
と

し
て
、
４
月
18
日
以
降
、
市
職
員
を
順
次

派
遣
し
て
い
ま
す
。
避
難
所
で
物
資
の
仕

分
け
、
ご
み
処
理
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
の
被
災
地
に
も
、３
月
中
に
、

神
奈
川
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー

ム
）と
し
て
６
人
、
平
塚
市
消
火
隊
・
救

急
部
隊
・
後
方
支
援
隊
と
し
て
45
人
を
派

遣
し
ま
し
た
。

義
援
金　

　

市
民
・
団
体
・
企
業
か
ら
の
義
援
金
は
、

４
月
15
日
現
在
で
２
７
８
４
万
３
３
３
５

円
集
ま
り
ま
し
た
。
平
塚
市
が
日
本
赤
十

字
社
な
ど
を
通
じ
て
、
石
巻
市
な
ど
被
災

地
に
送
り
ま
す
。

地
震
に
強
い
安
全
な
ま
ち
へ

震災から1か月が過ぎた石巻市
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5

→

人
２
点
ま
で
。

写
真　

①
半
切
以
上
②
パ
ネ
ル
張
り
ま
た

は
額
装
。
ガ
ラ
ス
表
装
は
不
可
③
一
人
何

点
で
も
応
募
で
き
る
。
組
写
真
は
３
枚
以

内
④
肖
像
権
に
関
わ
る
作
品
は
被
写
体
の

了
承
を
得
て
い
る
。

募　

豊
原
町
２
―
21
、
豊
原
分
庁
舎
１
号

館
３
階
の
社
会
教
育
課
☎
35
―
８
１
２
３

や
公
民
館
な
ど
に
あ
る
提
出
用
紙
に
応
募

料
を
添
え
、
６
月
19
日（
日
）午
前
10
時
～

正
午
に
作
品
を
美
術
館
へ
。

ガ
イ
ド
と
巡
る
平
塚
の
文
化
資
源
　

中
原
御
殿
と
周
辺
の
史
跡
コ
ー
ス

５
月
15
日（
日
）午
前
９
時
～
11
時
30

分
。
２
㌔
㍍
。
当
日
午
前
の
降
水
確
率
が

50
％
以
上
の
場
合
、
翌
日
曜
日
に
延
期
。

神
奈
中﹁
中
原
上
宿
﹂バ
ス
停
に
集
合
。
300

円
、
中
学
生
以
下
は
無
料
。

募　

は
が
き
で
必
要
事
項
を
５
月
８
日

（
日
）ま
で
に
、
社
会
教
育
課
☎
35
―

８
１
２
４
へ
。

谷
戸
田
で
田
植
え
体
験

　

谷
戸
田
は
、
台
地
や
丘
陵
地
が
複
雑
に

入
り
組
む
場
所
の
谷
に
あ
る
田
の
こ
と
で

す
。
土
屋
の
谷
戸
田
で
、
田
植
え
と
周
辺

の
里
山
の
手
入
れ
を
し
ま
す
。

６
月
４
日（
土
）午
前
9
時
30
分
～
午

後
２
時
。
小
雨
決
行
。
荒
天
の
場
合
は
６

月
５
日（
日
）に
延
期
。
里
山
体
験
フ
ィ
ー

ル
ド（
土
屋
１
０
７
６
）。
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
。

募　

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
代

表
者
の
必
要
事
項
・
参
加
者
全
員
の
名
前
・

年
齢
を
５
月
25
日（
水
）ま
で
に
、
環
境
政

策
課
☎
21
―
９
７
６
２
薨
21
―
９
６
０
３

kankyo-s@

へ
。

消
費
者
力
ア
ッ
プ
講
座

　

契
約
の
基
礎
知
識
、
食
品
の
安
全
な
ど

の
入
門
講
座
で
す
。
講
義
の
ほ
か
、
施
設

見
学
が
あ
り
ま
す
。

　

６
月
18
日
～
７
月
23
日
の
土
曜
日
、
午

前
10
時
～
午
後
３
時
、
全
６
回
。
平
塚
プ

レ
ジ
ー
ル（
八
重
咲
町
３
―
８
）。50
人（
抽

選
）。

募　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
、
講
座
名
・
必

要
事
項
を
６
月
３
日（
金
）ま
で
に
、
県
消

費
生
活
課
☎
045
―
312
―
1121
内
線
２
６
４
０

薨
045
―
312
―
3506
へ
。

地
域
防
災
活
動
者
の
育
成
研
修

　

防
災
ビ
デ
オ
や
講
話
の
ほ
か
、
普
通
救

命
講
習
や
、
発
電
機
な
ど
資
機
材
の
取
り

扱
い
、
簡
易
ト
イ
レ
の
組
み
立
て
方
法
な

ど
を
学
び
ま
す
。

　

①
６
月
19
日（
日
）午
前
９
時
30
分
～
正

午
②
７
月
24
日（
日
）・
31
日（
日
）午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分
③
９
月
18
日（
日
）午

前
９
時
～
正
午
④
10
月
23
日（
日
）午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分
の
全
４
回
。
青
少
年

会
館
・
消
防
総
合
訓
練
場
。
次
の
条
件
を

全
て
満
た
す
方
①
市
内
に
在
住
②
地
域
防

災
活
動
に
携
わ
れ
る
③
研
修
の
全
日
程
に

参
加
で
き
る
。
30
人（
先
着
順
）。

募　

は
が
き
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

メ
ー
ル
で
、
研
修
名
と
必
要
事
項
を
防
災

危
機
管
理
課
☎
21
―
９
７
３
４
薨
21
―

９
６
０
７

bosai@

へ
。

八
幡
山
の
洋
館
で
演
奏
し
ま
せ
ん
か

６
月
26
日（
日
）に
旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚

製
造
所
記
念
館（
浅
間
町
１
―
１
）で
開
く

音
楽
演
奏
会
の
演
奏
者
を
募
集
し
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
を
演

奏
す
る
個
人
ま
た

は
団
体
６
組（
抽

選
） 

。プ
ロ
・
ア
マ

は
問
い
ま
せ
ん
。

募　

豊
原
町
２
―

21
、
豊
原
分
庁
舎

１
号
館
３
階
の
社

会
教
育
課
☎
35
―

８
１
２
４
や
旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記

念
館
に
あ
る
申
込
書
を
５
月
６
日（
金
）～

20
日（
金
）に
同
課
へ
。
申
込
書
は
ウ
ェ
ブ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

中
央
公
民
館
で
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー

①
病
を
知
る　

　

講
師
は
市
民
病
院
の
医
師
や
看
護
師
で

す
。
病
気
や
薬
に
つ
い
て
学
べ
ま
す
。
１

◆10月１日採用予定
　①一般事務Ａ―Ⅰ10人②保育士Ⅰ３人
◆平成24年４月１日採用
　③一般事務Ａ―Ⅱ25人④一般事務Ｂ（社
会福祉士）２人⑤一般事務（障がい者対象）
１人⑥土木技師８人⑦建築技師１人⑧電気
技師１人⑨機械技師１人⑩保健師１人⑪保
育士Ⅱ３人⑫消防職員５人程度。
　対象は①昭和61年４月２日～平成元年４
月１日に生まれ、大学を卒業した方また
は同程度の学力がある方②昭和61年４月２
日～平成３年４月１日に生まれ、資格と登
録がある方③昭和61年４月２日～平成２年４
月１日に生まれ大学を卒業または平成24
年３月までに卒業を見込む方、または同
程度の学力がある方④昭和56年４月２日～
平成２年４月１日に生まれ、資格がある方
または平成24年３月までに資格取得を見
込む方⑤昭和55年４月２日～平成５年４月１
日に生まれ、身体障がい者手帳があるな
どの条件を満たす方⑥～⑨昭和56年４月２
日～平成２年４月１日に生まれ、大学の関

係専門課程を卒業した人または平成24年
３月までに卒業を見込む方⑩昭和58年４月
２日以降に生まれ、資格がある方または
平成24年３月までに資格取得を見込む方
⑪昭和61年４月２日～平成４年４月１日に生
まれ、資格と登録がある方または平成24
年３月までに資格取得と登録を見込む方
⑫昭和61年４月２日～平成４年４月１日に生
まれ大学を卒業または平成24年３月まで
に卒業を見込む方、または同程度の学力
がある方。視覚・聴覚・居住地などで条
件があります。
　第１次試験は６月26日（日）午前９時30分
開始。東海大学湘南キャンパス。
募　職員課☎21―８７６２・消防総務課☎21
―９７２５・各公民館などにある受験申込書
を５月27日（金）～30日（月）、午前９時～午
後５時に本人が直接、市役所東附属庁舎２
階Ａ会議室（⑫の消防職員は消防庁舎内
屋内訓練室）へ。土・日曜日も受け付け
ます。詳細は募集案内や市のウェブをご
覧ください。

回
ご
と
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

　

6
月
7
日﹁
脳
の
病
気
の
不
思
議
﹂・
21

日﹁
食
べ
る
機
能
の
障
害
摂
食
嚥え

ん

下げ

障
害

と
そ
の
対
応
﹂・
28
日﹁
女
性
の
尿
失
禁
﹂、

7
月
5
日﹁
妊
娠
中
の
超
音
波
検
査
﹂・
12

日﹁
内
視
鏡
手
術
っ
て
何
？
﹂、
8
月
2
日	

﹁
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か　

家

族
み
ん
な
で
減
塩
食
﹂の
火
曜
日
、
午
後

２
時
〜
３
時
20
分
、全
6
回
。40
名（
抽
選
・

7
月
12
日
は
成
人
女
性
が
対
象
）。

②
植
物
画
を
描
こ
う
　
平
塚
の
バ
ラ
を

テ
ー
マ
に

　

植
物
画
と
は
、
植
物
学
的
に
正
し
く
、

芸
術
的
に
も
美
し
く
表
現
さ
れ
た
絵
画
で

す
。
バ
ラ
を
水
彩
絵
具
で
描
く
入
門
コ
ー

ス
で
す
。

　

6
月
17
日
、
7
月
8
日
、
8
月
5
日
・

26
日
、
9
月
2
日
・
16
日
、
10
月
7
日
の

金
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
、
全
7
回
。

16
名（
抽
選
）。
２
０
０
０
円
程
度
。
水
彩

画
を
描
く
道
具
。

③
箱
根
細
工
の
ル
ー
ツ
を
探
る
―
寄
木
細

工
・
玩
具
・
木も

く

象ぞ
う

嵌が
ん

の
世
界
―

　

木
象
嵌
と
は
木
片
で
描
い
た
絵
画
の
よ

う
な
も
の
で
、
日
本
を
は
じ
め
世
界
中
に

存
在
し
て
い
ま
す
。日
本
の
時
代
の
変
化
、

産
地
の
違
い
、
世
界
と
日
本
寄
木
細
工
の

実
物
を
紹
介
す
る
講
義
の
ほ
か
、
見
学
会

を
2
回
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

6
月
16
日
・
23
日
、
7
月
7
日
・
21
日
・

28
日
、
8
月
4
日
の
木
曜
日
、
午
後
２
時

〜
４
時
、
全
6
回
。
35
人（
抽
選
）。
見
学

会
は
実
費
負
担
。

募　

は
が
き
ま
た
は
直
接
、
希
望
講
座
名

（
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
講
座
・
①
の
一

部
を
希
望
す
る
場
合
は
、
そ
の
日
程
）・

必
要
事
項
を
、
5
月
20
日（
金
）ま
で
に
〒

254
―
0047
追
分
１
―
20
中
央
公
民
館
☎
34
―

２
１
１
１
へ
。

落合克宏さんが
市長に初当選

市民の代表決まる

市議会議員選挙の結果
　任期満了に伴う市議会議員選挙は４月17日
（日）に告示され、新人10人を含む34人が立候
補しました。投票は4月24日（日）、市内48か
所の投票所で実施し、即日開票の結果、定数
30人（新人7人・現職23人）の新しい顔ぶれが
決まりました。投票率は前回を下回り、
49.88％でした。投票総数は103,788票、有効
投票数は101,579票でした。

※案分による小数点以下の票は切り捨てて表
示しているため、候補者の得票数の合計と有
効得票数は一致しません。

当選 落合　克宏 46,127票
柏木　徹 34,480票
水嶋　一耀 19,980票

当選 江口　友子 7,208票
当選 数田　俊樹 5,552票
当選 府川　正明 5,226票
当選 臼井　照人 4,705票
当選 米村　和彦 3,943票
当選 須藤　量久 3,934票
当選 山原　栄一 3,778票
当選 出村　　光 3,260票
当選 鈴木　晴男 3,224票
当選 坂間　正昭 3,167票
当選 小笠原千惠美 3,149票
当選 伊東　尚美 3,014票
当選 鈴木　亜紀子 2,964票
当選 片倉　章博 2,924票
当選 永田　美典 2,880票
当選 秋澤　雅久 2,845票
当選 端　　文昭 2,814票
当選 岩田　耕平 2,771票
当選 野崎　審也 2,739票
当選 吉野　和美 2,722票
当選 小泉　春雄 2,711票
当選 松本　敏子 2,662票
当選 佐藤　貴子 2,471票
当選 黒部　栄三 2,435票
当選 金子　修一 2,417票
当選 出縄　喜文 2,389票
当選 渡辺　敏光 2,312票
当選 内堀　祐一 2,205票
当選 髙山　和義 2,169票
当選 高橋　紀英 2,092票

山口　　聖 1,869票
古家　秀泰 1,337票
上杉　隆史 883票
今井　章博 805票

問　選挙管理委員会事務局☎21―8795

　市議会議員選挙・市長選挙が４月24日（日）
に実施されました。開票の結果、市長選挙で
は、落合克宏さんが第
21代平塚市長に選ばれ
ました。市長選挙の投
票率は49.88％で過去
最低でした。男女別で
は男性48.74％、女性
51.01％でした。
　投票総数は103,775
票、 有 効 投 票 数 は
100,587票でした。
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応
募
開
始
日
の
記
載
が
な
い
も
の
は
5
月
9
日（
月
）午
前
8
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
４
面
右
の
応
募
方
法
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

6

企
業
の
立
地
を
支
援

企
業
立
地
な
ど
の
促
進
や
市
内
の
雇

用
機
会
の
創
出
、
中
小
企
業
の
設
備
投
資

を
促
進
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
奨
励
措

置
を
設
け
ま
し
た
。　

①
施
設
の
整
備
を
支
援
し
ま
す

　

企
業
の
新
規
立
地
や
既
存
工
場
を
拡

張
す
る
土
地
・
建
物
・
償
却
資
産
の
投

資
金
額
が
、
３
億
円
以
上（
中
小
企
業
は

５
０
０
０
万
円
以
上
）の
場
合
、
そ
の
対

象
に
係
る
固
定
資
産
税
相
当
額
の
２
分
の

１
を
５
年
間
助
成
し
ま
す
。
限
度
額
は
累

計
３
億
円
で
す
。

②
新
規
雇
用
を
助
け
ま
す

　

①
の
施
設
整
備
助
成
と
あ
わ
せ
て
、
常

用
の
従
業
員
と
し
て
市
内
在
住
者
を
１
年

以
上
雇
用
し
た
場
合
に
、
21
人
目
か
ら
一

人
当
た
り
30
万
円（
中
小
企
業
の
場
合
１

人
目
か
ら
一
人
当
た
り
50
万
円
）助
成
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
20
歳
未
満
・
60
歳
以
上
・

障
が
い
者
を
雇
用
す
る
場
合
は
一
人
当
た

り
20
万
円
を
加
算
し
ま
す
。

③
環
境
に
優
し
い
設
備
を
助
成

　

①
の
施
設
整
備
助
成
と
あ
わ
せ
て
、
雨

水
活
用
設
備
・
太
陽
光
発
電
設
備
・
風
力

発
電
設
備
を
設
置
し
た
場
合
、
貯
水
量
や

発
電
能
力
に
応
じ
て
最
高
300
万
円
ま
で
助

成
し
ま
す
。

中
小
企
業
を
支
援
し
ま
す

④
製
造
業
の
設
備
投
資

　

準
工
業
地
域
、
工
業
地
域
、
工
業
専
用

地
域
、
開
発
行
為
の
許
可
が
得
ら
れ
て
い

る
市
街
化
調
整
区
域
で
操
業
し
て
い
る
製

造
業
の
中
小
企
業
を
支
援
し
ま
す
。

　

事
業
拡
大
や
新
製
品
開
発
な
ど
の
た
め

に
総
額
３
０
０
０
万
円
以
上
の
機
械
・
装

置
を
購
入
し
た
場
合
に
、
購
入
額
の
２
％

の
額
を
助
成
し
ま
す
。（
老
朽
化
だ
け
の
理

由
に
よ
る
更
新
は
除
く
）。
助
成
の
限
度

額
は
300
万
円
で
、
同
一
事
業
所
で
は
１
回

に
限
り
ま
す
。

問　

産
業
振
興
課
☎
21
―
９
７
５
８

産
学
共
同
研
究
を
支
援

新
製
品
や
新
技
術
の
開
発
な
ど
を
希

望
す
る
中
小
企
業
に
対
し
、
大
学
や
国
公

立
の
研
究
試
験
機
関
な
ど
と
の
共
同
研
究

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
１
年
以
上
市
内
で
事
業
を
営

む
、
市
税
の
滞
納
の
な
い
事
業
者
が
、
大

学
な
ど
と
共
同
研
究
の
契
約
を
締
結
し
た

場
合
、共
同
研
究
に
必
要
な
経
費
の
う
ち
、

契
約
金
額
の
２
分
の
１
に
相
当
額
を
補
助

し
ま
す
。
限
度
額
は
50
万
円
で
す
。

問　

産
業
振
興
課
☎
21
―
９
７
５
８

行
政
相
談
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
要
望

を
国
な
ど
の
行
政
機
関
に
伝
え
る
行
政
相

談
委
員
と
し
て
、
次
の
人
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
相
談
日
は
毎
月
第
１
月
曜
日
午
後

１
時
～
４
時
で
す
。

　

秋
山
佳
彦
さ
ん（
錦
町
）、
内
田
武
功
さ

ん（
夕
陽
ケ
丘
）、
中
村
裕
兊
さ
ん（
夕
陽

ケ
丘
）、
古
谷
良
一
さ
ん（
大
島
）、
松
尾

和
代
さ
ん（
立
野
町
）。

問　

市
民
情
報
・
相
談
課
☎
21
―

８
７
６
４

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
基
準
値
以
下

　

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー（
大
神
３
２
３
０
）

に
あ
る
じ
ん
か
い
焼
却
処
理
施
設
の
排
出

ガ
ス
と
、
遠
藤
原
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
処
理
施
設（
土
屋
585
）の
放
流
水
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
は
、
測
定
の
結
果
、
全
て
基

準
値
以
下
で
し
た
。

問　

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
☎
55
―

６
６
１
５

い
っ
し
ょ
に
甦

よ
み
が
えら

そ
う
茅
ケ
崎
の
川

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
パ
ネ
ル

の
展
示
な
ど
。

５
月
15
日（
日
）午
前
10
時
30
分
～
午

後
４
時
50
分
。
茅
ケ
崎
市
役
所
分
庁
舎
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
。

問　

茅
ケ
崎
市
環
境
保
全
課
☎
０
４
６
７

―
82
―
１
１
１
１
内
線
３
５
４
３

協
働
事
業
の
成
果
報
告
会

　

市
が
事
業
内
容
を
提
案
し
、
市
民
活
動

団
体
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
く
行
政
提

案
型
協
働
事
業
の
報
告
会
で
す
。
平
成
22

年
度
に
実
施
し
た﹁
ひ
ら
つ
か
花
ア
グ
リ

花
の
あ
る
景
観
づ
く
り
事
業
﹂な
ど
５
事

業
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

５
月
15
日（
日
）午
後
１
時
～
３
時
。
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
。

問　

協
働
推
進
課
☎
21
―
７
５
３
４

議
事
堂
の
解
体
工
事

　

新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
、
議
事
堂
の
解

体
工
事
を
５
月
23
日（
月
）か
ら
始
め
ま

す
。
工

事
現
場

付
近
の

通
行
に

は
、
不

便
を
お

か
け
し

ま
す
。

　

解
体

工
事
に

伴
い
、

議
会
局

事
務
室

な
ど
は
５
月
23
日（
月
）か
ら
、
新
庁
舎
の

１
期
建
設
工
事
が
終
了
す
る
ま
で
の
約
２

年
間
、
市
役
所
新
館
１
階
西
側
に
移
転
し

ま
す
。

問　

庁
舎
建
設
室
☎
21
―
９
６
０
８
・
財

産
管
理
課
☎
21
―
８
７
６
３

湘
南
ひ
ら
つ
か
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ

ト
　
朝
市

　

地
元
産
の
魚
・
野
菜
な
ど
の
販
売
や
ダ

ン
ベ
ル
体
操
。
５
月
15
日（
日
）午
前
７
時

～
８
時
30
分
。
小
雨
決
行
。
総
合
公
園
南

駐
車
場
。

問　

産
業
振
興
課
☎
21
―
９
７
５
８
・
当

日
午
前
６
時
～
８
時
30
分
ま
で
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
開
催
本
部
☎
090
―
3215
―
0106
へ
。

譲
り
ま
す
・
譲
っ
て
く
だ
さ
い

　

不
用
品
の
登
録
や
あ
っ
せ
ん
を
、
随
時

電
話
な
ど
で
受
け
付
け
ま
す
。

譲
り
ま
す

　

学
習
机
・
太
極
拳
シ
ュ
ー
ズ
。

譲
っ
て
く
だ
さ
い

　

乳
母
車
・
太
極
拳
剣
・
自
転
車
。

募　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
51
―

５
３
０
１

　　『平塚市史』通史編近
代・現代を発行しまし
た。13冊目になります。
Ａ５判、１,２７７ペ ー ジ。
6,000円。
　第１編を近代、第２編
を現代に分けて編集しました。第１編近代は、幕
末から明治期の市域の行政の変化、海軍火

か や く

薬廠
しょう

の
進出と関東大震災、市制の施行、戦時中の様相と
空襲などについて紹介しています。
　第２編現代では、太平洋戦争後の市内の戦災復
興状況、昭和の町村合併、高度成長期の都市化、
現在の発展につながる軌跡をできる限り網羅しま
した。市の歴史の学習や研究にご活用ください。
　『平塚市史』は、市内の図書館や公民館などでご
覧になれます。中央図書館入口向かいの博物館市
史編さん担当または博物館１階受付で販売します。
郵送希望の方は、住所・氏名・電話番号・市史の
編名を記入し、書籍代金と送料（590円・切手可）
を添えて現金書留で、〒254―0041浅間町12―41博
物館市史編さん担当へ。

問　博物館市史編さん担当☎32―５８４３

平塚市史通史編
近代・現代を発行

救急科（ひらつかER）
　市民病院では、救急医による
ER体制の確立に取り組んでい
ます。急な病気やけがの時に、
真っ先に治療に取り組むスペ
シャリストが救急医です。心臓
病でも脳疾患でも外傷でも、病
状に関わらず対応できます。
ERと は、 英 語 でemergency 
roomつまり救急室を略したも
のです。日本では、軽症の1次
から重症の3次まで、どんな病
状でも、24時間対応する救急室
のことを指します。
　迅速で高度な救急医療を目指
して、ひらつかERには救急医
と研修医が午前８時30分〜午後８
時30分の間、2〜4人常駐してい
ます。昨年は約5,000件の救急
搬送患者さんを診療しました。
消防機関とも密接な関係を築い

て お り、
救急医が
直接、電
話で消防
救急隊員
と情報交
換し、正確で迅速な治療を進め
ています。救急車に乗る救急救
命士の教育も積極的に進めてい
ます。
　現場に出て市民の健康を守る
活動もしています。湘南ひらつ
か七夕まつりでは、会場中心部
に救護所を開設し、そこから現
場に出動するというモービル救
護所活動をしました。また、湘
南国際マラソンでは、花水など
３か所の救護所に医療スタッフ
を派遣し、体調を崩したラン
ナーに備えました。

❖市民病院 ☎32–0015

❷
高
齢
者
世
帯
の
電
磁
調
理
器
・
火
災

警
報
器
購
入
費
の
助
成
事
業
が
終
了

　

申
込
受
付
期
限
は
５
月
３１
日（
火
）で

す
。
希
望
す
る
方
は
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
購
入
前
に
詳
細
を
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

６５
歳
以
上
で
、
全
員
が
市
県
民
税
非
課

税
で
あ
る
世
帯
。
電
磁
調
理
器
は
税
抜
き

の
販
売
価
格
の
２
分
の
１
で
、
１
万
円
を

上
限
に
助
成（
１
世
帯
１
台
ま
で
）。
火
災

警
報
器
は
１
台
に
つ
き
４
０
０
０
円
を
上

限
に
助
成（
１
世
帯
２
台
ま
で
）。

問　

高
齢
福
祉
課
☎
２１
―
８
７
７
８

家
族
介
護
用
品
を
支
給

　

介
護
保
険
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に
、

紙
お
む
つ
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
方
①
市
内
に
在
住
②
要

介
護
４
・
５
の
方
と
同
じ
住
所
に
住
み
、

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
③
家
族
全
員
が
市

県
民
税
非
課
税
④
医
療
機
関
へ
の
入
院
や

介
護
保
険
施
設
の
入
所
を
し
て
い
な
い
。

持
ち
物
は
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
家
族

全
員
の
印
。

問　

高
齢
福
祉
課
☎
21
―
８
７
７
８

高
齢
者
教
養
講
座
　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
で
楽
し
く
写
そ
う

　

５
月
25
日
～
６
月
22
日
の
水
曜
日
、
午

後
１
時
30
分
～
３
時
、
全
５
回
。
南
部
福

祉
会
館
。
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
20

人（
先
着
順
・
初
心
者
の
方
優
先
）。
持
ち

物
は
筆
記
用
具
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
。

募　

電
話
ま
た
は
直
接
、
必
要
事
項
・
年

齢
・
経
験
の
有
無
を
５
月
９
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
袖
ケ
浜
20
―
１
の
南
部
福
祉
会

館
☎
21
―
３
３
７
０
へ
。

訪
問
理
容
・
美
容
サ
ー
ビ
ス

　

65
歳
以
上
で
要
介
護
３
～
５
の
在
宅
の

寝
た
き
り
の
方
ま
た
は
身
体
障
が
い
者
手

帳
１
・
２
級
で
外
出
が
困
難
な
方
。
利
用

者
の
負
担
額
は
２
０
０
０
円（
利
用
サ
ー

ビ
ス
で
顔
そ
り
を
す
る
場
合
は
３
０
０
０

解体される議事堂（左）と市役所本庁舎

ERスタッフと救急隊員
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後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
、
全
５
回
。
福

祉
会
館
。市
内
在
住
の
方
40
人（
先
着
順
）。

１
０
０
０
円
。
持
ち
物
は
筆
記
用
具
。

募　

電
話
ま
た
は
直
接
、
名
前
と
電
話
番

号
を
追
分
１
―
43
の
福
祉
会
館
☎
33
―

２
３
３
３
へ
。

プ
ー
ル
健
康
づ
く
り
教
室

　

①
６
月
７
日
～
７
月
26
日
の
火
曜
日
②

６
月
９
日
～
７
月
28
日

の
木
曜
日
。
い
ず
れ
も

午
前
９
時
30
分
～
11
時

（
初
回
は
午
前
８
時
40

分
か
ら
）、
全
８
回
。

南
部
福
祉
会
館
。
市

内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
、
各
25
人（
先

着
順
・
初
心
者
の
方
優
先
）。
１
回
100
円
。

持
ち
物
は
水
着
・
水
泳
帽
・
タ
オ
ル
。

募　

電
話
ま
た
は
直
接
、
必
要
事
項
・
過

去
の
参
加
回
数
を
袖
ケ
浜
20
―
１
の
南
部

福
祉
会
館
☎
21
―
３
３
７
０
へ
。

音
訳
講
習
会

　

５
月
31
日
～
６
月
28
日
の
火
曜
日
、
午

後
１
時
～
４
時
、
全
５
回
。
福
祉
会
館
。

受
講
後
、
平
塚
音
訳
赤
十
字
奉
仕
団
で
音

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き
る
方
10
人（
先

着
順
）。
１
０
０
０
円
。
持
ち
物
は
筆
記

用
具
。

募　

電
話
ま
た
は
直
接
、
名
前
と
電
話
番

号
を
追
分
１
―
43
の
福
祉
会
館
☎
33
―

２
３
３
３
へ
。

転
倒
骨
折
予
防
教
室

　

筋
力
ア
ッ
プ
の
運
動
な
ど
。
６
月
２
日

～
７
月
14
日
の
木
曜
日
、
午
前
10
時
～
正

午
、
全
７
回
。
城
島
公
民
館
。
市
内
在
住

の
65
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
の
認
定
を
受

け
て
い
な
い
方
20
人（
先
着
順
）。
申
し
込

み
は
年
度
内
２
回
ま
で
。
持
ち
物
は
飲
み

物
・
タ
オ
ル
。

申　

訪
問
医
療
し
ん
き
ゅ
う
マ
ッ
サ
ー
ジ

磯
崎
☎
35
―
６
２
５
７

日
赤
の
講
習
会

　

い
ず
れ
も
福
祉
会
館
。
中
学
生
を
除
く

15
歳
以
上
で
、
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

各
12
人（
抽
選
）。検
定
試
験
が
あ
り
ま
す
。

①
日
赤
救
急
法
基
礎
講
習
会

　

人
工
呼
吸
な
ど
を
習
得
で
き
ま
す
。

　

６
月
４
日（
土
）正
午
～
午
後
４
時
。

１
５
０
０
円
。

②
日
赤
救
急
法
救
急
員
養
成
講
座

　

日
常
生
活
の
事
故
防
止
の
知
識
な
ど
を

習
得
で
き
ま
す
。

　

６
月
５
日
（
日
）・
11
日
（
土
）・
12

日
（
日
）、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、

全
３
回
。
３
０
０
０
円
。

③
日
赤
幼
児
安
全
法
講
習
会

　

乳
・
幼
児
期
に
か
か
り
や
す
い
病
気
の

知
識
な
ど
を
習
得
で
き
ま
す
。

　

６
月
４
日
（
土
）・
11
日
（
土
）・
12

日
（
日
）、
午
前
10
時
～
午
後
４
時
、
全

３
回
。
１
５
０
０
円
。

募　

は
が
き
で
、
講
習
会
名
・必
要
事
項
・

生
年
月
日
を
５
月
16
日（
月
）ま
で
に
福
祉

総
務
課
☎
内
線
２
１
４
８
へ
。

ス
ト
ッ
プ
！
　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
教
室

　

教
室
終
了
後
、
ご
希
望
の
方
に
は
血
管

年
齢
を
測
定
し
ま
す
。

　

６
月
16
日（
木
）午
後
１
時
30
分
～
３

時
。
保
健
セ
ン
タ
ー
。
市
内
在
住
・
在
勤

の
方
40
人（
先
着
順
）。

募　

健
康
課
☎
55
―
２
１
１
１

7

円
）。
持
ち
物
は
介
護
保
険
被
保
険
者
証

ま
た
は
身
体
障
が
い
者
手
帳
。

募　

高
齢
福
祉
課
☎
21
―
８
７
７
８

軽
度
生
活
援
助
の
利
用

２
時
間
で
終
わ
る
程
度
の
草
む
し
り

や
掃
除
な
ど
の
作
業（
介
護
保
険
の
給
付

対
象
と
な
る
も
の
を
除
く
）や
通
院
の
付

き
添
い
を
援
助
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
利
用

回
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
状
況
に
応
じ

て
、作
業
員
は
２
人
ま
で
派
遣
で
き
ま
す
。

65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
、
作
業

の
た
め
、
別
に
住
む
親
族
ら
の
協
力
が
得

ら
れ
な
い
世
帯
。
派
遣
人
数
一
人
に
つ

き
１
時
間
500
円（
市
県
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
250
円
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無

料
）。
利
用
す
る
場
合
は
、
各
地
区
の
高

齢
者
よ
ろ
ず
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
、
介
護
保

険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
担
当
の
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
。

問　

高
齢
福
祉
課
☎
21
―
８
７
７
８

た
ば
こ
と
健
康
展

　

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す
。
た

ば
こ
や
禁
煙
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
を
展
示

し
ま
す
。

　

５
月
９
日（
月
）～
31
日（
火
）、
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時（
31
日
は
午
後
３
時

ま
で
）。
保
健
セ
ン
タ
ー
。

問　

健
康
課
☎
55
―
２
１
１
１

く
す
の
木
体
操
講
座

　

５
月
20
日（
金
）午
後
１
時
30
分
～
３

時
。大
野
公
民
館（
東
真
土
２
―
12
―
１
）。

講
師
は
文
化
ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り
振
興

財
団
の
村
田
節
子
さ
ん
。
持
ち
物
は
室
内

用
運
動
靴
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
ハ
ン
ド
タ
オ

ル
・
飲
み
物
。

問　

健
康
課
☎
55
―
２
１
１
１

睡
眠
か
ら
健
康
を
考
え
よ
う
！

　

６
月
４
日（
土
）午
後
２
時
～
３
時
30

分
。
保
健
セ
ン
タ
ー
。
市
内
在
住
・
在
勤

の
方
80
人（
先
着
順
）。

募　

健
康
課
☎
55
―
２
１
１
１

自
宅
で
で
き
る
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

５
月
25
日
～
６
月
８
日
の
水
曜
日
、
午

前
10
時
～
11
時
30
分
、
全
３
回
。
保
健
セ

ン
タ
ー
。
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
30
人（
先

着
順
）。
運
動
し
や
す
い
服
装
で
。
持
ち

物
は
室
内
用
運
動
靴
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル
。

募　

健
康
課
☎
55
―
２
１
１
１

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

５
月
28
日
～
６
月
25
日
の
土
曜
日
、
午

首
都
大
学
野
球
リ
ー
グ
春
季
大
会

　

５
月
21
日（
土
）午
前
10
時
、
東
海
大

学
対
武
蔵

大
学
・
午

後
0
時
30

分
、
筑
波

大
学
対
日

本
体
育
大

学
。

　

５
月
22

日（
日
）午

前
10
時
、
日
本
体
育
大
学
対
筑
波
大
学
・

午
後
0
時
30
分
、武
蔵
大
学
対
東
海
大
学
。

平
塚
球
場
。
チ
ケ
ッ
ト
は
当
日
券
の
み
同

球
場
で
販
売
。
大
人
１
０
０
０
円
、
中
学

生
・
高
校
生
・
大
学
生
500
円
、
小
学
生
以

下
無
料
。

問　

総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35
―

２
２
３
３

イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦

横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
で
す
。

５
月
12
日（
木
）、
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー

ズ
対
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
。

20
日（
金
）、
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
対

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
。

い
ず
れ
も
午
後
６
時
試
合
開
始
。
平

塚
球
場
。
チ
ケ
ッ
ト
は
当
日
券
の
み
で
試

合
開
始
２
時
間
前
か
ら
同
球
場
で
発
売
。

大
人
１
０
０
０
円
、
中
学
生
・
高
校
生
500

円
、
小
人
300
円
。

問　

総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35
―

２
２
３
３

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　

基
礎
的
な
ル
ー
ル
や
技
術
を
学
び
ま

す
。
保
護
者
の
方
も
見
学
で
き
ま
す
。

　

６
月
４
日
～
25
日
の
土
曜
日
、
午
前
10

時
～
正
午
、
全
４
回
。
青
少
年
会
館
。
小

学
校
４
～
６
年
生
20
人（
抽
選
・
初
め
て

の
方
優
先
）。
持
ち
物
は
ラ
ケ
ッ
ト
・
体

育
館
履
き
・
タ
オ
ル
・
運
動
着
・
飲
み
物
。

募　

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
ま

た
は
直
接
、
教
室
名
・
必
要
事
項
・
学

年
・
過
去
の
参
加
経
験
の
有
無
を
、
５
月

20
日（
金
）ま
で
に
、
〒
254
―
0014
浅
間
町
12

―
41
青
少
年
課
☎
32
―
７
０
２
９
薨
31
―

１
４
４
１

seishonen@

へ
。

本庁舎１階☎21-8764
市民相談室

◇�一般市民　毎週月〜金曜
日、８時30分〜12時・13時
〜17時
◇�一般法律（予約制）　毎週
水・木曜日、13時〜16時
◇�行政　６月６日（月）13時〜
16時
◇�多重債務（予約制）　5月
10日（火）・24日（火）13時
〜16時
◇�税 務（予 約 制）　5月6日
（金）、６月３日（金）、13時
〜16時
◇�年金・社会保険・労災　
5月10日（火）13時〜16時
◇��登記・供託（予約制）
　5月13日（金）13時〜16時
◇�下請取引　5月17日（火）
13時30分〜16時
◇�住宅（新・改築）　5月17

日（火）13時〜16時
◇�不動産　５月20日（金）13
時〜16時
◇�分譲マンション管理
　5月23日（月）13時〜16時
◇許認可届け出　5月27日
　（金）13時〜16時
◇�外国籍　スペイン語：毎
週火曜日／ポルトガル
語：毎週水曜日／中国語：
第２・４木曜日、いずれも
9時〜12時・13時〜16時

人権相談
人権・男女共同参画課
☎23-1111内線2172
◇�来所　5月17日（火）13時
〜16時

女性のための相談
人権・男女共同参画課
☎21-9611
◇��来所・電話　毎週月〜金
曜日、9時30分〜16時

崇善小学校北側☎36-6013
子ども教育相談センター

◇�来所　毎週月〜金曜日、
10時〜17時
◇�電話　毎週月〜金曜日、
9時〜17時

市民センター☎34-7311
青少年相談室

◇青少年相談　毎週月〜土
　曜日、10時〜18時30分
◇�青少年専用ダイヤル・ヤ
ングテレホン ☎3

ミ ミ で

3−7
ナヤミナシ

830
毎週月〜土曜日、10時〜
18時30分
療育相談室
福祉事業センター☎薨32-2738

◇��子どもの発達相談
　（来所・予約制）　毎週月
　〜金曜日、10時〜15時
こどもの総合相談
こども家庭課☎21-9843

◇�こども総合相談　毎週月

〜金曜日、8時30分〜17時
◇�母子相談　毎週月〜金曜
日、9時〜17時

豊田分庁舎☎薨34-9076
子育て支援センター

◇�未就学児対象の子育て相
談・情報提供　毎週月〜
金曜日、9時30分〜16時�

保健センター☎55-2111
健康相談

◇�来所（生活習慣病の予防
や食事・運動による病状
改善相談。予約制）
　毎週月〜金曜日、8時30
　分〜17時

追分1-43☎33-2333
福祉会館

◇�法律（予約制）
　�5月10日（ 火 ）、6月14日
（火）13時〜16時
◇�生活支援　毎週月〜金曜
日、8時30分〜17時

◇�ボランティア　毎週月〜
金曜日、8時30分〜17時

南附属庁舎1階☎21-8779
保健福祉総合相談

◇�来所・電話　毎週月〜金
曜日、8時30分〜17時

高齢福祉課☎21-8778
65歳からの健康相談

◇�来所（予約制）　5月17日
（火）9時30分〜12時　　��

障がい福祉課☎21-8774
障がいがある方の相談

◇�手話案内薨35−5770　毎
週金曜日、9時〜12時30分

◇�精神保健福祉（予約制）　
毎週月〜金曜日、9時30分

　〜16時

JAビルかながわ☎21-7530
消費生活センター

◇�来所・電話
　�毎週月〜金曜日、9時30
分〜16時

市民相談
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■
画
家
た
ち
の
二は

た

ち
十
歳
の
原
点

　

明
治
か
ら
現
代
ま
で
の

各
時
代
を
代
表
す
る
画
家

の
二
十
歳
前
後
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

　

６
月
12
日（
日
）ま
で
。
一
般
800
円
、
高

校
生
・
大
学
生
500
円
。

・
関
連
事
業　

　

い
ず
れ
も
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

①
講
演
会　

窪
島
誠
一
郎　

二
十
歳
の
原

点
を
語
る　

５
月
15
日（
日
）午
後
２
時
〜

３
時
30
分
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル
。
150

人
。
先
着
順
。

②
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク 

６
月
４
日（
土
）午

後
２
時
〜
３
時
。
展
示
室
Ⅰ
。
要
観
覧
券
。

■�

北き
た

大お
お

路じ

魯ろ

山さ
ん

人じ
ん

展

　

独
自
の
セ
ン
ス
が
光
る
陶
芸
作
品
を
生

み
出
し
た
魯
山
人
。
公
立
美
術
館
と
し
て

は
最
大
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
蔵
す
る
世

田
谷
美
術
館
の
協
力
を
得
て
、
陶
磁
器
を

中
心
に
123
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

６
月
19
日（
日
）ま
で
。
一
般
200
円
、
高

校
生
・
大
学
生
100
円
。

・
関
連
事
業

　

い
ず
れ
も
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

①
講
演
会﹁
北
大
路
魯
山
人
の
魅
力
﹂　

５

月
７
日（
土
）午
後
２
時
〜
３
時
30
分
。
講

演
：
清
水
真
砂
さ
ん（
世
田
谷
美
術
館
学

芸
部
長
）。ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル
。150
人
。

先
着
順
。

②
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

５
月
28
日（
土
）

午
後
２
時
〜
２
時
30
分
。
展
示
室
Ⅱ
。
要

観
覧
券
。

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
津
久
井
智
子
の
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
。
つ

く
る
た
の
し
み
、
お
す
た
の
し
み

　

下
準
備
や
刀
の
持
ち
方
か
ら
じ
っ
く
り

教
え
ま
す
。カ
ラ
フ
ル
な
イ
ン
ク
を
使
い
、

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
で
ビ
ニ
ー
ル
傘
を
か
わ

い
く
ア
レ
ン
ジ
し

ま
し
ょ
う
。

　

６
月
５
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜

４
時
。
ア
ト
リ
エ
。
中
学
生
以
上
の
方
、

20
人（
抽
選
）。
１
５
０
０
円
。

募　

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
参

加
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
・
実
施
日
・
必
要
事
項
・

年
齢
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
ま
た
は
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
、
５
月
19
日（
木
）ま
で
に
美
術

館

art-m
use@

（
メ
ー
ル
の
場
合
、
タ

イ
ト
ル
に﹁
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
応
募
﹂と
付

け
る
）へ
。

■
市
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

５
月
３
日（
祝
）

～
８
日（
日
）
陶
房
芳
乃
和
陶
芸
展
、
高

校
卒
業
50
年
同
窓
美
術
展

10
日（
火
）

～
15
日（
日
）
す
さ
美
会
展
、
パソ
コ
ンペ
イ

ン
ト
画
展

17
日（
火
）

～
22
日（
日
）
砂
変
幻
展
、
柳
彩
会
水
彩

画
展

24
日（
火
）

～
29
日（
日
）
想
展
、
府
川
喜
美
枝
展

31
日（
火
）～

６
月
５
日（
日
）�

岡
村
工
房
陶
芸
教
室
展

■
春
期
特
別
展 

深
海
か
ら
生
ま
れ
た
湘
南

　

５
月
22
日（
日
）ま
で
。
特
別
展
示
室
。

　

関
連
事
業
と
し
て
特
別
展
の
展
示
解
説

と
深
海
相
模
湾
の
映
像
を
上
映
し
ま
す
。

　

５
月
15
日（
日
）午
後
１
時
〜
３
時
。
博

物
館
特
別
研
究
室
・
講
堂
。
参
加
自
由
。

■
寄
贈
品
コ
ー
ナ
ー

・
新
着
資
料
展
・
人
文
部
門

　

６
月
５
日（
日
）ま
で
。
１
階
寄
贈
品

コ
ー
ナ
ー
。

■
参
加
者
募
集

　

①
②
は
土
屋
で
開
催
し
ま
す
。

①
自
然
教
室﹁
里
山
休
耕
田
の
生
き
も
の

調
べ
１　

ク
モ
﹂

　

５
月
21
日（
土
）午
後
１
時
〜
３
時
。
15

人（
抽
選
）。
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
。

②
自
然
教
室﹁
里
山
休
耕
田
の
生
き
も
の

調
べ
２　

昆
虫
﹂

　

５
月
29
日（
日
）午
後
１
時
〜
３
時
。
15

人（
抽
選
）。
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
。

③
平
塚
の
遺
跡
を
歩
く﹁
中
原
御
殿
と
寺

田
縄
屋
敷
﹂

　

５
月
28
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
３

時
。
中
原
〜
寺
田
縄
地
区
。
15
人（
抽
選
）。

募　

往
復
は
が
き
で
必
要
事
項
を
①
は
５

月
12
日（
木
）②
は
19
日（
木
）③
は
20
日

（
金
）ま
で
に
博
物
館
へ
。

■
ろ
ば
た
ば
な
し

　

５
月
15
日（
日
）午
後
１
時
20
分
と
３

時
。
展
示
室
１
階
相
模
の
家
。

■�

イ
ブ
ニ
ン
グ
囲
碁
入
門
教
室

　

６
月
２
日
〜
８
月
25
日
の
木
曜
日
、
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
、
全
12
回
。
市

民
セ
ン
タ
ー
。
日
程
の
６
割
以
上
参
加
で

き
る
囲
碁
を
全
く
知
ら
な
い
ま
た
は
囲
碁

を
覚
え
直
し
た
い
方
20
人（
先
着
順
）。
５

０
０
０
円（
高
校
生
以
下
は
２
５
０
０
円
）。

募　

電
話
で
文
化
ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り

振
興
財
団
文
化
事
業
課
へ
。

　美しく平面に開いた花弁。「クレマチス」という名に
この花形をイメージされる方は多いのではないでしょ
うか。ときにテッセンと呼ばれるクレマチスはキンポ
ウゲ科センニンソウ属の総称。テッセンはそのうちの
特定の一種を指します。そのテッセンに花形の良く似
たこのカザグルマは日本にも幅広い地域で自生してい
ます。野生種でありながらその花は改良を重ねた園芸
種に引けをとらない美しさを持ち、自生地によって異
なる遺伝子を持っているところも魅力です。しかし、
その魅力のためか自生の個体は減少傾向にあり、現在
では絶滅危惧種に指定されています。

花菜ガーデンで見られる場所：風ぐるま迷図など
カザグルマの性質を受け継いだパテンス系など約300
品種のクレマチスが系統別に植栽されています。

クレマチス「カザグルマ」

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
の
ウ
ェ
ブ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

料
理
と
い
う
も
の
を
、
芸
術
の
域

に
ま
で
高
め
る
活
躍
を
し
た
北
大
路

魯
山
人
。
現
在
で
は
人
気
コ
ミ
ッ
ク

﹃
美お
い味
し
ん
ぼ
﹄の
登
場
人
物
・
海
原

雄
山
の
モ
デ
ル
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
魯
山
人
の
名
を
一

躍
有
名
に
し
た
の
は
、
大
正
時
代
に

開
業
し
た
高
級
料
亭﹁
星
岡
茶
寮
﹂の

運
営
で
し
た
。

　

こ
こ
で
は
厳
選
し
た
材
料
に
よ
る

料
理
は
も
ち
ろ
ん
、
盛
り
付
け
る
食

器
も
こ
だ
わ
り
抜
か
れ
た
も
の
で
し

た
。
魯
山
人
は
、
料
理
と
よ
く
調
和

し
食
卓
に
美
し
い
世
界
が
現
れ
る
、

そ
の
よ
う
な
食
器
を
求
め
て
自
ら
陶

芸
を
手
が
け
ま
し
た
。
古
い
焼
き
も

の
を
研
究
し
て
ア
イ
デ
ア
を
加
え
、

新
た
な
陶
芸
作
品
を
創
造
し
て
い
き

ま
す
。
な
か
で
も
愛
し
た
の
が
織
部

焼
で
し
た
。
戦
国
武
将
で
千
利
休
の

高
弟
、
古
田
織
部
が
好
ん
で
焼
か
せ

た
陶
器
で
愛
知
県
の
瀬
戸
で
焼
か
れ

た
も
の
を
大
き
く
指
し
ま
し
た
が
、

や
が
て
歪
み
や
大
胆
な
形
状
を
も
つ

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
器
が
登
場
し
、

今
日
言
わ
れ
る
織
部
焼
の
様
式
が
確

立
し
ま
し
た
。こ
の
織
部
扇
面
鉢
も
、

ユ
ニ
ー
ク
な
形
に
大
胆
な
模
様
が
描

か
れ
、
深
い
緑
色
に
発
色
し
た
釉
薬

の
表
現
が
見
事
で
す
。﹁
食
器
は
料
理

の
着
物
﹂と
魯
山
人
は
語
り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
料
理
が
盛
ら
れ
た
の

か
、想
像
力
を
刺
激
す
る
名
品
で
す
。

（
文
：
平
塚
市
美
術
館
学
芸
員 

小
池
）

❖
美
術
館
☎
35
―
２
１
１
１

　
﹁
北
大
路
魯
山
人
展
﹂（
日
程
な
ど

は
上
の
美
術
館
欄
）で
展
示
し
ま
す
。

昭和10～20年代

北き
た

大お
お

路じ

魯ろ

山さ
ん

人じ
ん﹁

織
部
扇
面
鉢
﹂

　出演はカウント・ベイシー・ジャ
ズ・クリニック・コンボ・バンド、
平塚ウィンドオーケストラ、横内
ジュニアジャズ、Ｎ.Ｋ.ダンスラ
ボラトリーほか。
　５月15日（日）午後１時開演。市民
センター。全席自由。入場無料。
問　�文化スポーツまちづくり振興

財団文化事業課☎３２–２２３７

■
中
央
図
書
館
５
月
の
特
集
展
示

・
文
学
作
品
を
読
も
う

　

５
月
１
日（
日
）～
29
日（
日
）。
２
階
貸

出
室
。

■
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
予
約
受
け
付
け

　

①
５
月
15
日（
日
）中
央
図
書
館
②
25
日

（
水
）北
図
書
館
③
６
月
４
日（
土
）中
央
図

書
館
④
22
日（
水
）金
田
公
民
館
⑤
29
日

（
水
）西
図
書
館
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
。
市
内
在
住
の
１
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
。

募　

電
話
で
中
央
図
書
館
へ
。

■
映
画
会

　

日
曜
日
午
後
２
時
。
３
階
ホ
ー
ル
。
５

月
１
日〔
こ
ど
も
映
画
会
〕ふ
し
ぎ
の
国
の

ア
リ
ス（
ア
ニ
メ
）／
８
日〔
こ
ど
も
映
画

会
〕ガ
リ
バ
ー
旅
行
記（
ア
ニ
メ
）／
15
日

〔
一
般
映
画
会
〕カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
星
の

も
と（
主
演
ロ
イ
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
）／
22
日

〔
こ
ど
も
映
画
会
〕ダ
ン
ボ（
ア
ニ
メ
）／
29

日〔
広
報
映
画
会
〕初
期
消
火
大
作
戦　

住

民
消
火
隊
・
地
域
を
守
る
ほ
か

問　花菜ガーデン　寺田縄496−1☎73-6170

美
術
館

〒
２５４‒

００７３
西
八
幡
１‒
３‒
３

☎
３５‒

２
１
１
１
薨
３５‒
２
７
４
１

休
館
日 

9·

16·

23·

30
日

博
物
館

〒
２５４‒

００41
浅
間
町
12‒

41

☎
３3‒

５
１
１
１
薨
３1‒

３
９
４
９

休
館
日 

9·

16·

23·

30·

31
日

中
央
図
書
館

〒
２５４‒

００41
浅
間
町
12‒

41

☎
３1‒

０
４
１
５
薨
３1‒

９
９
８
４

休
館
日 

9·

16·

23·

30·

31
日

文
化

〒
２５４‒

００45
見
附
町
15‒

1（
市
民
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
３2‒

２
２
３
７（
文
化
事
業
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ま
ち

づ
く
り
振
興
財
団


